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表紙写真は、現在文化財修理工事が進む仁風閣の敷地内に
ある『宝隆院庭園』です。
1863年、第12代鳥取藩主・池

いけ
田
だ
慶
よし
徳
のり
が、若くして未亡人と

なった先代慶
よし
栄
たけ
の夫人・宝

ほう
隆
りゅう
院
いん
のために造園した庭園です。

庭園の西南隅には茶座敷「宝
ほう
扇
せん
庵
あん
」があり、これらを含めて

池のまわりを回遊することができ、四季折々の自然美を楽
しむことができます。
なお、国指定重要文化財の仁風閣は、長期にわたる修理工
事が進められており、2029年に再開館する予定です。

今 月 の 表 紙

宝隆院庭園（鳥取市東町）
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動 向

　

鳥
取
商
工
会
議
所
の
２
０
２
５
年

度
優
良
従
業
員
表
彰
式
が
11
月
21
日

（
金
）、
鳥
取
市
今
町
２
丁
目
の
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
で
行
わ

れ
、長
年
に
わ
た
り
業
務
に
精
励
し
、

会
社
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
67
人

に
平
井
耕
司
会
頭
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
勤
続
30
年

以
上
の
「
特
別
優
良
従
業
員
表
彰
」

11
事
業
所
18
人
、同
10
年
以
上
の「
一

般
優
良
従
業
員
表
彰
」
22
事
業
所
49

人
で
す
。

　

午
後
５
時
30
分
か
ら
の
表
彰
式
で

は
、
運
営
委
員
会
の
嶋
田
耕
一
委
員

長
が
審
査
結
果
を
報
告
し
た
あ
と
、

平
井
会
頭
が「
会
社
組
織
の
繁
栄
は
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
の
勤
勉
の
た
ま
も

の
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
も
と
に
、

豊
富
な
経
験
や
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

後
輩
に
伝
え
て
も
ら
い
、
事
業
主
の

方
と
と
も
に
地
域
が
一
体
と
な
り
、

『
鳥
取
の
活
性
化
』の
た
め
に
パ
ワ
ー

を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
各

表
彰
者
の
代
表
に
表
彰
状
と
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
深
澤
義
彦
鳥
取
市
長
の
祝

辞
に
続
き
、
被
表
彰
者
全
員
を
代
表

し
て
日
ノ
丸
産
業
㈱
の
米
田
和
範
さ

ん
が
「
長
年
に
わ
た
り
支
え
て
も

ら
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
糧
に
、
よ
り
一
層
企
業
や
地
域
社

会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
、
全
員
で
記
念
撮
影

を
し
て
式
を
終
え
ま
し
た
。

～ 被表彰者ら晴れやかに ～～ 被表彰者ら晴れやかに ～

2025年度鳥取商工会議所優良従業員表彰式2025年度鳥取商工会議所優良従業員表彰式

謝辞を述べる米田和範さん

特別優良表彰代表の石上小百合さん

一般優良表彰代表の川田哲生さん

晴
れ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た

優
良
従
業
員
表
彰
式

精励勤務精励勤務のの6767人表彰人表彰
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
は
部
会
総
会
を

相
次
い
で
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
副

部
会
長
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

第
44
期
役
員
・
議
員
体
制
の
ス
タ
ー

ト
に
伴
う
も
の
で
、
新
部
会
長
に
よ

る
常
任
委
員
も
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

 

【
金
融
部
会
】

●
開
催
日
＝
10
月
24
日
（
金
）

　

☆
担
当
副
会
頭　

児
嶋
太
一
（
鳥

取
瓦
斯
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

　

☆
部
会
長　

今
井
敏
明
（
大
山
日

ノ
丸
証
券
㈱
代
表
取
締
役
専
務
、
常

議
員
、
新
任
）

　

☆
副
部
会
長　

吉
岡
佐
和
子
（
㈱

山
陰
合
同
銀
行
代
表
取
締
役
専
務
執

行
役
員
、
常
議
員
、
新
任
）、
田
村

博
信
（
鳥
取
信
用
金
庫
理
事
長
、
常

議
員
、
再
任
）

 

【
観
光
・
交
通
部
会
】

●
開
催
日
＝
11
月
11
日
（
火
）

　

☆
担
当
副
会
頭　

西
垣
豪
（
東
洋

交
通
施
設
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

　

☆
部
会
長　

澤
耕
司
（
日
本
交
通

㈱
常
務
取
締
役
、
常
議
員
、
再
任
）

　

☆
副
部
会
長　

小
谷
文
夫
（
㈱
小

銭
屋
代
表
取
締
役
、常
議
員
、再
任
）、

森
本
幸
久
（
日
ノ
丸
西
濃
運
輸
㈱
、

常
務
執
行
役
員
、
常
議
員
、
再
任
）、

勝
井
博
久
（
日
ノ
丸
観
光
㈱
代
表
取

締
役
社
長
、
議
員
、
再
任
）

 

【
流
通
部
会
】

●
開
催
日
＝
11
月
19
日
（
水
）

　

☆
担
当
副
会
頭　

岡
周
一
（
㈱
日

ノ
丸
総
本
社
代
表
取
締
役
）

　

☆
部
会
長　

手
石
幸
洋
（
鳥
取
科

学
器
械
㈱
取
締
役
会
長
、
常
議
員
、

再
任
）

　

☆
副
部
会
長　

中
井
太
一
郎
（
㈱

中
井
脩
代
表
取
締
役
社
長
、
議
員
、

再
任
）、
谷
本
暢
正
（
㈱
谷
本
酒
店

代
表
取
締
役
、
議
員
、
再
任
）、
盛

田
眞
理
（
㈱
モ
リ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

代
表
取
締
役
会
長
、
常
議
員
、
再
任
）

 

【
工
業
部
会
】

●
開
催
日
＝
11
月
25
日
（
火
）

　

☆
担
当
副
会
頭　

児
嶋
太
一
（
鳥

取
瓦
斯
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

　

☆
部
会
長　

木
下
貴
啓
（
㈱
ア
サ

ヒ
メ
ッ
キ
取
締
役
会
長
、
常
議
員
、

再
任
）

　

☆
副
部
会
長　

地
原
忠
実
（
㈲
亀

井
堂
代
表
取
締
役
、
議
員
、
再
任
）、

門
脇
康
弘
（
㈱
フ
ァ
イ
ナ
ー
ル
代
表

取
締
役
、
議
員
、
再
任
）、
清
水
昭

生
（
㈱
清
水
代
表
取
締
役
社
長
、
常

議
員
、
再
任
）

 
【
建
設
部
会
】

●
開
催
日
＝
11
月
26
日
（
水
）

　

☆
担
当
副
会
頭　

岡
周
一
（
㈱
日

ノ
丸
総
本
社
代
表
取
締
役
）

鳥　取
商議所  

６
部
会
の
新
体
制
ス
タ
ー
ト

６
部
会
の
新
体
制
ス
タ
ー
ト

　　  

　　
正
副
部
会
長
決
ま
る

正
副
部
会
長
決
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
任
委
員
も
選
任

常
任
委
員
も
選
任

　

☆
部
会
長　

影
井
一
清
（
大
和
建

設
㈱
取
締
役
社
長
、
常
議
員
、
再
任
）

　

☆
副
部
会
長　

古
川
純
一
（
大
和

設
備
㈱
代
表
取
締
役
、議
員
、再
任
）、

藪
田
浩
明
（
㈱
白
兎
設
計
事
務
所
代

表
取
締
役
社
長
、
常
議
員
、
再
任
）、

前
田
康
一
（
山
口
電
業
㈱
代
表
取
締

役
常
務
、
議
員
、
新
任
）

 

【
サ
ー
ビ
ス
部
会
】

●
開
催
日
＝
11
月
27
日
（
木
）

　

☆
担
当
副
会
頭　

西
垣
豪
（
東
洋

交
通
施
設
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

　

☆
部
会
長　

水
野
治
郎
（
水
野
商

事
㈱
代
表
取
締
役
、
常
議
員
、
再
任
）

　

☆
副
部
会
長　

安
住
学
（（
学
法
）

東
雲
学
園
理
事
長
、
監
事
、
再
任
）、

重
橋
薫
（
㈱
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
中
国
鳥
取

支
店
支
店
長
、
議
員
、
再
任
）、
圓

井
貴
志
（
㈱
メ
モ
ワ
ー
ル
イ
ナ
バ
代

表
取
締
役
、
常
議
員
、
新
任
） 影井部会長

今井部会長

澤部会長手石部会長

木下部会長

水野部会長
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動 向
　

地
域
間
の
広
域
的
な
交
流
と
連
携

を
図
る
「
中
四
国
南
北
軸
交
流
懇
談

会
鳥
取
交
流
会
」
が
鳥
取
商
工
会
議

所
（
平
井
耕
司
会
頭
）
の
主
管
に
よ

り
11
月
17
日
（
月
）
と
18
日
（
火
）

の
２
日
間
、
鳥
取
市
今
町
２
丁
目
の

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
鳥
取
な
ど

を
会
場
に
開
か
れ
、
中
四
国
６
県
か

ら
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
懇
談
会
は
、
鳥
取
・
島
根
・
岡

山
・
徳
島
・
香
川
・
高
知
の
東
中
四

国
６
県
に
位
置
す
る
42
商
工
会
議
所

で
構
成
す
る
組
織
で
す
。
地
域
間
の

交
流
・
連
携
の
促
進
や
圏
域
情
報
の

共
有
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
や

特
色
あ
る
発
展
、
さ
ら
に
広
域
経
済

文
化
圏
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

設
立
当
初
は
、
高
速
道
路
や
高
規

格
道
路
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
の

要
望
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、

現
在
は
整
備
さ
れ
た
交
通
イ
ン
フ
ラ

を
最
大
限
に
生
か
し
た
交
流
と
連
携

を
主
眼
に
運
営
。
交
流
促
進
事
業
の

一
環
と
し
て
、
６
県
が
持
ち
回
り
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

交
流
会
の
１
日
目
は
、
同
懇
談
会

の
松
田
久
会
長
（
岡
山
県
商
工
会
議

所
連
合
会
会
長
・
両
備
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
㈱
取
締
役
副
会
長
）
の
開
会

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
鳥
取
市
教
育
委
員
会
事

務
局
文
化
財
課
の
佐
々
木
孝
文
課
長

が
務
め
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
豊

臣
兄
弟
！
』
と
鳥
取
城
」
を
テ
ー
マ 会場の様子

  

中
四
国
南
北
軸
交
流
懇
談
会

中
四
国
南
北
軸
交
流
懇
談
会

鳥
取
交
流
会
を
盛
大
に
開
催
！

鳥
取
交
流
会
を
盛
大
に
開
催
！

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　　

  

６
県
の
商
議
所
が
交
流
を
深
め
る

６
県
の
商
議
所
が
交
流
を
深
め
る

に
登
壇
。
鳥
取
城
の
概
要
や
大
河
ド

ラ
マ
の
主
人
公
で
あ
る
羽
柴
兄
弟
と

吉
川
経
家
の
鳥
取
城
攻
防
戦
、
豊
臣

政
権
期
の
鳥
取
城
な
ど
を
詳
し
く
解

説
し
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
参
加
者
は
バ
ス
で

鳥
取
城
跡
へ
移
動
し
、
講
演
内
容
を

踏
ま
え
た
史
跡
見
学
を
実
施
。
観
光

ガ
イ
ド
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
歴
史

背
景
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
続

い
て
一
行
は
、
文
化
財
修
理
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
仁
風
閣
へ
。
現
在
、

工
事
の
た
め
長
期
閉
鎖
中
の
と
こ
ろ
、

特
別
に
入
館
さ
せ
て
も
ら
い
、
建
物

の
特
徴
や
修
理
の
進
捗
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
一
時
的

に
保
管
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

な
ど
の
装
飾
品
も
見
学
し
ま
し
た
。

　

見
学
会
後
の
交
流
会
で
は
、
平
井

会
頭
が
「
本
懇
談
会
が
新
し
い
つ
な

が
り
や
気
づ
き
を
生
む
場
と
な
り
、

今
後
の
中
四
国
の
さ
ら
な
る
発
展
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
ま

た
、
鳥
取
の
秋
の
味
覚
も
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」
と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、「
百
花

繚
蘭
」
に
よ
る
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
傘
踊

り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
る

な
ど
、
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
鳥
取
大
学
乾
燥
地
研

究
セ
ン
タ
ー
と
鳥
取
砂
丘
砂
の
美
術

館
を
視
察
。
乾
燥
地
化
学
を
学
ん
だ

ほ
か
、
砂
が
織
り
な
す
壮
大
な
芸
術

品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
懇
談
会
は
、
高
知
県
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

交流会でしゃんしゃん傘踊りを披露

歓迎あいさつをする平井会頭
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動 向
　

鳥
取
商
工
会
議
所
は
11
月
５
日

（
水
）
と
６
日
（
木
）
の
両
日
、
会

員
事
業
所
と
首
都
圏
バ
イ
ヤ
ー
の
各

社
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で
食
品

商
談
会
を
開
き
、
12
社
が
自
社
の
商

品
を
売
り
込
み
ま
し
た
。

　

首
都
圏
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

の
創
出
や
拡
大
を
目
指
し
て
開
催
し

た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
食
品
商
談
会
は
今
回
で
７

回
目
と
な
り
ま
し
た
。
前
回
に
続
い

て
、
食
品
や
食
材
の
販
路
支
援
や
、

催
事
・
販
売
代
行
を
手
掛
け
る
東
京

都
中
央
区
の
㈱
日
庄
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
協
力

を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

商
談
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
参

加
を
申
し
込
ん
だ
後
に
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
に
売
り
込
む
商
品
を
登
録
。

バ
イ
ヤ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
後
に
サ

ン
プ
ル
を
送
っ
て
商
談
会
に
備
え
ま

し
た
。

　

商
談
会
は
、
全
会
員
事
業
者
が
自

社
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で

つ
な
い
で
開
始
。
１
商
談
30
分
の
枠

で
進
め
ら
れ
、
２
日
目
の
午
後
５
時

ま
で
全
49
商
談
の
熱
心
な
や
り
取
り

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

商
談
で
は
、
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
商
品

の
特
長
や
容
量
、
賞
味
期
限
な
ど
の

質
問
が
相
次
ぎ
、
双
方
の
条
件
に

沿
っ
た
交
渉
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
山
陰
は
肉
・
魚
・
果
物
す

べ
て
良
い
」
な
ど
と
い
っ
た
評
価
の

ほ
か
、「
こ
れ
ま
で
売
れ
な
か
っ
た

商
品
が
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
消
費
者
志

向
の
変
化
で
売
れ
始
め
て
い
る
」
な

ど
、
最
近
の
ト
レ
ン
ド
や
動
向
を
聞

く
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

オンラインで商談する様子

  

Ｗ
Ｅ
Ｂ
食
品
商
談
会
を
開
催

Ｗ
Ｅ
Ｂ
食
品
商
談
会
を
開
催

販
路
拡
大
を
目
指
し
商
品
Ｐ
Ｒ

販
路
拡
大
を
目
指
し
商
品
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

自
慢
の
自
社
商
品
を
首
都
圏
に

自
慢
の
自
社
商
品
を
首
都
圏
に

我が社では、商品の広告にキャッチフレーズを使用して売上増加を実
現したいと考えています。法的に何か問題があるでしょうか。
今回はキャッチフレーズ広告について説明します。消費者の注目を集
めて売上向上を図るため他社のキャッチフレーズを使用するケースが

よく見受けられます。他社のキャッチフレーズを使用する場合には、著作権侵
害が問題となることがあります。ただし、キャッチフレーズの著作物性の判断においては、他の表現の
選択肢がそれほど多くなく個性が表れる余地が小さい場合が多いといえますので、そもそも著作物に該
当せず著作権侵害に該当しない場合が多いでしょう。
　また、不正競争防止法違反が問題となることがあります。広告や宣伝で長期間にわたって繰り返し使
用されるなどしてキャッチフレーズが広く浸透し、キャッチフレーズと商品やサービスとの結び付きが
強くなって特定の営業主体を表示するものと認識されるようになっている場合には、不正競争防止法違
反（不正競争防止法２条１項１号）に該当するといえます。
　他方で、使用するキャッチフレーズを商標登録できるかどうかも問題となります。単に商品やサービ
スの特性、品質を表すものにとどまらず、商品やサービ
スを識別する要素を備えた独特なキャッチフレーズであ
れば商標登録が可能といえますので、個性的なキャッチ
フレーズを検討してみてはいかがでしょうか。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
177

Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377  FAX0857-22-6857

Q

 キャッチフレーズ広告キャッチフレーズ広告
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動 向
　

食
の
展
示
商
談
会
「
フ
ー
ド
ス
タ

イ
ル
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
５
九
州
」
が

11
月
19
日
（
水
）
か
ら
２
日
間
、
福

岡
市
博
多
区
の
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡

で
開
催
さ
れ
、
会
員
事
業
所
４
社
が

出
展
し
、
自
慢
の
商
品
を
積
極
的
に

売
り
込
み
ま
し
た
。

　

９
回
目
と
な
る
同
商
談
会
は
、
外

食
・
中
食
・
小
売
業
界
に
向
け
た
西

日
本
最
大
級
の
食
の
展
示
商
談
会
。

各
業
界
の
バ
イ
ヤ
ー
や
購
買
担
当
者

が
仕
入
れ
や
比
較
検
討
、
課
題
解
決

な
ど
を
目
的
に
来
場
し
、
今
回
は
44

都
道
府
県
か
ら
１
３
５
０
社
が
出
展
、

バ
イ
ヤ
ー
ら
１
万
７
５
１
７
人
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

鳥
取
商
議
所
の
ブ
ー
ス
に
は
会
員

事
業
所
４
社
が
出
展
。
試
飲
や
試
食

を
し
た
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
は
高
い
評
価

が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
原
材
料
や
利

用
シ
ー
ン
の
確
認
、
見
積
依
頼
な
ど

活
発
な
商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鳥
取
商
議
所
の
ほ
か
、
倉

吉
・
米
子
・
境
港
商
議
所
か
ら
も
会

員
事
業
所
が
参
加
し
、
鳥
取
県
と
し

て
13
社
の
ま
と
ま
っ
た
ブ
ー
ス
で
の

出
展
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

出
展
者
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換
が

進
み
、
コ
ラ
ボ
商
品
の
企
画
が
う
ま

れ
る
な
ど
新
商
品
開
発
に
つ
な
が
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
展
者
は
行
き
交
う
バ
イ
ヤ
ー
に

も
積
極
的
に
声
を
掛
け
て
、
商
品
の

魅
力
を
熱
心
に
ア
ピ
ー
ル
。
ブ
ー
ス

は
終
始
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
、
新
た
な

販
路
へ
の
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
報
告
＝
経
営
支
援
二
課
課
長
補
佐

石
黒
恵
子

フ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
ジ
ャ
パ
ン
九
州

フ
ー
ド
ス
タ
イ
ル
ジ
ャ
パ
ン
九
州

活
発
商
談
！
自
社
商
品
を
ア
ピ
ー
ル

活
発
商
談
！
自
社
商
品
を
ア
ピ
ー
ル

��

バ
イ
ヤ
ー
の
関
心
を
集
め
る

バ
イ
ヤ
ー
の
関
心
を
集
め
る

にぎわうブース

Vol.95Vol.95

鳥取大学広報アンバサダー任命式を開催しました

特大名刺もお渡ししました！

任命状授与の様子

　鳥取大学では、大学の魅力を広く発信するため「鳥取
大学広報アンバサダー」制度を設け、このたび、11月12
日（水）に、元プロ野球選手の川口和久さんを本学初と
なる広報アンバサダーに任命しました。
　川口さんは現役時代、広島東洋カープや読売ジャイア
ンツで活躍した左腕投手であり、その豊富な経験と知名
度を活かし、大学の広報活動や地域連携事業にご協力い
ただく予定です。
　任命式では、学長から任命状が手渡され、川口さんか
らは「出身地である鳥取と大学の魅力を全国に発信して
いきたい」との力強い言葉がありました。
　鳥取大学では、今後も広報アンバサダーをはじめとす
る多様な連携を通じて、大学と地域が共に発展する取り
組みを推進しながら、本学の魅力を積極的に発信してま
いります。
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鳥
取
商
工
会
議
所
流
通
部
会
（
手

石
幸
洋
部
会
長
）
は
11
月
19
日
（
水
）、

鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
で
研
修
会
を
開
き
、
部
会

員
18
人
が
講
師
の
話
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

　

講
師
は
、
ト
ゥ
リ
ー
ア
ン
ド
ノ
ー

フ
㈱
の
徳
本
修
一
代
表
取
締
役
が
務

め
、「
日
本
の
水
稲
農
家
が
、
世
界
の

水
稲
農
業
を
リ
ー
ド
す
る
時
代
を
創

る
」
と
題
し
、
農
業
生
産
現
場
の
改

革
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

徳
本
講
師
は
、
２
０
１
２
年
に
鳥

取
市
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
就
農
。
現
在

は
、
農
地
１
０
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
水

稲
や
飼
料
作
物
を
生
産
す
る
傍
ら
、

農
林
水
産
省
の
政
策
審
議
会
委
員
を

務
め
る
な
ど
、
多
方
面
で
日
本
の
農

業
発
展
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
「
農
業
は
科
学
と
経
営
で
あ
る
」
と

語
る
徳
本
講
師
は
、
農
業
生
産
者
の

急
速
な
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足

を
見
据
え
、
先
端
技
術
を
取
り
入
れ

た
効
率
的
な
水
稲
農
業
を
実
践
。
具

体
的
に
は
、
田
植
え
を
行
わ
な
い
直

播
栽
培
や
、
雑
草
だ
け
に
作
用
す
る

除
草
剤
の
活
用
に
加
え
、
衛
星
解
析

デ
ー
タ
を
も
と
に
活
力
の
落
ち
た
地

点
へ
ド
ロ
ー
ン
で
肥
料
散
布
す
る
な

ど
、
最
先
端
の
科
学
技
術
を
導
入
。

少
人
数
で
も
効
率
よ
く
作
業
で
き
る

体
制
を
整
え
、
労
力
を
抑
え
な
が
ら

収
益
向
上
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
徳
本
講
師
は
人
口
増
が

進
む
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
で
は
米
や

水
の
争
奪
が
懸
念
さ
れ
る
と
指
摘
。

か
つ
て
世
界
を
け
ん
引
し
て
き
た
日

本
技
術
は
遅
れ
つ
つ
あ
る
と
し
、「
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
再
び
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
時
代
を
創
る
」
と
展

望
を
述
べ
ま
し
た
。

講演する徳本講師

  

流
通
部
会
研
修
会
を
開
催

流
通
部
会
研
修
会
を
開
催

先
端
技
術
で
水
稲
農
業
を
改
革

先
端
技
術
で
水
稲
農
業
を
改
革

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　  

科
学
と
経
営
で
拓
く
新
時
代

科
学
と
経
営
で
拓
く
新
時
代

動 向

環大から、皆様へ！環大から、皆様へ！ Vol.20Vol.20

～研究紹介～
氏 　 名　松井　徹（まつい　とおる）准教授
所 　 属　公立鳥取環境大学
　　　  　環境学部環境学科
取 得 学 位　博士（工学）（芝浦工業大学）
研究テーマ　地域での再生可能エネルギーの 

導入・普及

主な研究内容
私の専門分野は「エネルギー変換技術」です。特に再生可

能エネルギーは長年取り組んできた分野となります。
地球温暖化問題に対して、気候変動の原因となる温室効

果ガスの排出量を減らす「緩和」と、すでに生じている、あ
るいは将来予測される気候変動の影響による被害を回避・
軽減させる「適応」が必要であると言われています。「緩和」
に関しては、近年脱炭素化が叫ばれており、その実現にお
いては、省エネ等によるエネルギー使用量の削減と再生可
能エネルギー等の非化石エネルギーの導入が必要となりま
す。地域の大切な資源である再生可能エネルギーの導入に
あたっては、種々の問題も生じており、現在、地域との共生
が大きなテーマの一つとなっています。地域との共生、地
域への貢献を観点に入れながら、脱炭素化に向け、再生可
能エネルギーの導入や普及に関する研究を進めていきます。

これまで、エネルギー会社に所属して、主に研究開発の
仕事に従事していました。そこでは、省エネに繋がる発電
用エンジンの効率化や高効率燃料電池（SOFC）等の商品開
発、非化石エネルギーであるバイオマス（有機性廃棄物等）
を中心とした再生可能エネルギーの研究開発等を行ってき
ました。再生可能エネルギーに関しては、食品工場での有
機性残渣を用いた熱供給システムの導入実績もあります。
また、短期間ではありますが、太陽光発電所の管理・監視ビ
ジネス、シンクタンクでの技術調査・エネルギー経済モデ
ル分析等の経験もあります。これまでの様々なフィールド
での実務経験を活かして、社会実装という観点も意識して
研究を進めていきます。

本学に来て半年ということもあり、本格的な研究の開始
はこれからとなりますが、既に太陽光発電やバイオマス利
用に関しては一部着手しています。また、温室効果ガス削
減に関するクレジットの活用についての調査も実施してい
ます。今後、地域の皆さまの様々な声をきかせていただき
ながら、地域の脱炭素化に資する研究を進めていきたいと
考えています。

応用分野
クレジット活用、各スコープの温室効果ガス削減、有機

性廃棄物低減等
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動 向
　

子
ど
も
た
ち
に
身
近
な
職
業
へ
の

関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
鳥
取
商

工
会
議
所
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
水
野
治

郎
部
会
長
）
は
、「
や
っ
て
み
よ
う
！

で
ー
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
に
あ
た
る
11
月
３

日
（
月
・
祝
）、
鳥
取
市
本
町
の
鳥

取
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
「
第
４
期
こ

ど
も
未
来
大
学
」
を
開
校
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
『
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
』

を
テ
ー
マ
に
、
急
速
に
進
展
す
る
デ

ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
活
用
に
対
応
す
る

力
を
、
楽
し
み
な
が
ら
体
験
で
き

る
学
習
を
企
画
。
講
師
に
㈱
Ｉ
ｎ
ｆ

ｏ
－
Ｓ
ｈ
ａ
ｐ
ｅ
の
ス
タ
ッ
フ
を
招

き
、
市
内
の
小
学
４
～
６
年
生
を
中

心
に
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

『
Ｓ
ｃ
ｒ
ａ
ｔ
ｃ
ｈ
』
を
使
い
、
実

際
に
自
分
で
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー

ム
づ
く
り
に
挑
戦
。
講
師
に
よ
る
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
な
が
ら
、

難
し
い
部
分
は
親
子
で
協
力
し
合
い

な
が
ら
、
楽
し
ん
で
作
品
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　

講
師
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、

描
い
た
未
来
を
形
に
す
る
た
め
の
道

具
。
今
日
の
体
験
が
、
そ
の
入
り
口

に
な
れ
ば
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

か
ら
は
「
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
た
い
」「
自

分
で
作
っ
た
も
の
が
動
い
て
う
れ
し

い
！
」「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ゲ
ー
ム
も

作
っ
て
み
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
、
会
場
は
笑
顔
と
達
成
感
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　
報
告
＝
経
営
支
援
二
課
主
任　
尾

崎
龍
二
（
サ
ー
ビ
ス
部
会
担
当
）

親子でプログラミングを体験

  

サ
ー
ビ
ス
部
会
こ
ど
も
未
来
大
学

サ
ー
ビ
ス
部
会
こ
ど
も
未
来
大
学

小
学
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
会

小
学
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
会

　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　  

自
分
だ
け
の
ゲ
ー
ム
製
作
に
挑
戦
！

自
分
だ
け
の
ゲ
ー
ム
製
作
に
挑
戦
！

ＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口 ０８５７-５２-５８９４相談無料
受託機関：一般社団法人鳥取県発明協会（鳥取市若葉台南7 - 5 - 1）

いんぴっと

：to r imado@ to r i t o n . o r . j p

お気軽に
ご相談
ください

◆お店を開きたい
◆会社を設立したい
◆異業種に進出したい

創業
◆ホームページを作成したい
◆ECサイトを活用したい
◆商品やサービスをアピールしたい
◆商談展示会に出展したい

ＰＲ
営業

経営
管理

◆図面・製造ノウハウの
開示を求められた

◆海外に進出・販売したい
◆競合の状況が知りたい

秘密厳守

技術
開発◆商品を開発したい

◆他社と共同開発したい
◆開発や製造を他社に委託したい

知財無料相談会 ・会 場：鳥取商工会議所 会議室
・相談員：INPIT鳥取県知財総合支援窓口 支援担当者

知財無料相談会は鳥取商工会議所とＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口が連携して開催しております。

秘匿情報の保護
管理、海外での
権利化、市場調査

イラスト・写真・
キャッチコピー・
キャラクター（著作権）

商品名・商品ロゴ
（商標権）
商品デザイン
（意匠権）

先行技術調査、
委託契約

【申込・問い合わせ】 鳥取商工会議所 経営支援一課 ☎ 0857-32-8005

毎月
第1金曜日
13：00-16：00
（事前予約制）
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会
員
情
報

敬
称
略・

順
不
同

10
月
16
日
～
11
月
15
日
届
け
出
分

【
代
表
者
変
更
】

◆
山
野
商
事
㈱

　

代
表
取
締
役
社
長
＝
嶋
田　

耕
治

【
住
所
変
更
】

◆
㈱
Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｌ
ａ
ｂ
ｏ

　

鳥
取
市
鹿
野
町
鹿
野
５
７
６
番
地

４
◆
㈱
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｓ　

Ｌ
ａ
ｂ
．

　

鳥
取
市
河
原
町
西
円
通
寺
35
－
１

◆
㈱
山
陰
ア
サ
ヒ
・
ア
ド

　

鳥
取
市
賀
露
町
南
３
丁
目
３
０
３

　

４
－
１

　

鳥
取
県
は
11
月
14
日
（
金
）、
鳥

取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議

所
を
訪
れ
、
忘
新
年
会
な
ど
の
会
食

に
お
け
る
食
べ
残
し
削
減
の
推
進
に

つ
い
て
周
知
を
依
頼
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
２
０
１
６
年
度

か
ら
始
ま
り
、
会
食
の
開
始
30
分
と

終
了
前
10
分
間
を
食
事
に
専
念
す
る

時
間
と
す
る
こ
と
や
、
食
べ
き
れ
る

量
を
注
文
す
る
こ
と
な
ど
を
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

　

要
請
を
受
け
た
桐
林
正
彦
専
務
理

事
は
「
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
て

会
員
事
業
所
に
周
知
し
た
い
」
と
協

力
を
約
束
し
ま
し
た
。

動 向
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動 向

 企
業
に
お
け
る
「報

告
・連

絡
・相

談
」は
、仕

事
の
基
本
で
あ
る
と共

に
、良

い
仕
事
をし、成

果
を上

げ
る
た
め
の
要
で
す
。

「大
切
な
情
報
が
共
有
され

ず
に
ミス
が
起
こる
」「仕

事
が
遅
れ
る
」「意

思
決
定
の
タイミング

が
ず
れ
る
」等

は
、多

くの
企
業
が

抱
え
る
問
題
で
す
。報

・連
・相

を
円
滑
に
行
うことは

、企
業
の
業
績
に
大
きく影

響
す
る
も
の
な
の
で
す
。 

本
講
座
で
は
、職

場
の
「報

・連
・相

」を円
滑
に
行
うことに

よって
、上

司
と部

下
、同

僚
、他

部
署
との
コミュニケ

ー
シ
ョン
を 

深
め
、良

好
な
関
係
を
築
くと共

に
、チ
ー
ム
を一

体
化
す
ることに

より機
会
損
失
を
な
くし、企

業
業
績
を
伸
長
す
る
ことを

 
目
的
として

実
施
致
しま

す
。 

※
本
申
込
書
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
講
座
開
催
に
係
る
受
講
者
の
確
認
、
受
講
者
名
簿
の
作
成
、
出
欠
確
認
、

 
 

 受
講
料
の
入
金
確
認
及
び
講
座
運
営
に
関
す
る
連
絡
の
目
的
の
み
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

 
T
H

P
 

伸
び
る
会
社
の
報
・
連
・
相
は
こ
こ
が
違
う
！

 
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
情
報
共
有
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
！
！

  

11  
 な
ぜ
｢報

・連
・相

｣が
注
目
され

る
の
か

 
・職

場
に
お
け
る
コミュニケ

ー
シ
ョンの

目
的
とは

  
・ハ
イス

ピー
ドマ

ネ
ジ
メントを実

行
す
る
た
め
に

 

2 
 コミュニケ

ー
シ
ョンギ

ャップ
を
改
善
す
る

 
・どん

な
コミュニケ

ー
シ
ョンギ

ャップ
が
あ
る
か

  
・現

状
の
整
理
と改

善
行
動

    
・上

司
へ
の
報
・連

・相
の
仕
方

  

3 
  ｢報

・連
・相

｣力
を
高
め
る
実
践
ポ
イント 

・良
い
指
示
の
受
け
方

           
・情

報
を
共
有
す
る

 
・報

告
の
タイミング

  
・相

談
上
手
とは

  

4 
 チ
ー
ム
ワ
ー
クが

業
績
を
生
む

 
・機

会
損
失
を
防
ぐコミュニケ

ー
シ
ョン力

 
・聴

き
方
と伝

え
方
の
トレー

ニング
      

鳥
取
商
工
会
議
所
・
鳥
取
法
人
会
・
鳥
取
県
経
営
者
協
会
主
催

 

日
 
時

 
2026年

 ２
月10

日
（
火
） 10:00~

17:00 
会

 
場

 
鳥
取
商
工
会
議
所

  ５
階

 
大
会
議
室

 

参
 加

 費
 
会
員
：

14,300
円

 
 
一
般
：

18,700
円
（
教
材
費
・
消
費
税
込
）

 

定
 
員

 
50

名
 

対
 
象

 
若
手
社
員
・
中
堅
社
員
・
リ
ー
ダ
ー

 

鳥
取
商
工
会
議
所

 
経
営
支
援
二
課

 
行

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
FAX:0857-22-6939 

報
・
連
・
相
講
座

 
 参
加
申
込
用
紙

 
 

 
 

 
フ
リ
ガ
ナ

 

T
E
L
 

事
業
所
名

 

フ
リ
ガ
ナ

 

F
A

X
 

役
職

 
/
申
込
者
名

 

所
在
地

 
〒

 

E
-
m

ail 
＠

 

フ
リ
ガ
ナ

 

役
職

 
/
参
加
者
名

 
 

 
 

フ
リ
ガ
ナ

 

役
職

 
/
参
加
者
名

 
 

 
 

鳥
取
商
工
会
議
所
会
員

 ・
鳥
取
法
人
会
会
員

 
鳥
取
県
経
営
者
協
会
会
員

 
 ・

 
一
般

 
 

 
 

 
 

 
(該
当
す
る
箇
所
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

) 

受
講
修
了
証

 
 
要

( 
 

 
  

 
)  
不
要

( 
  

 
 

 
) 

受
講
料
合
計

( 
 

 
 

  
 

 
 

 
)円
振
込
予
定
日

 
 

 
月

 
 

 
日

 

※※
鳥鳥
取取
市市
中中
小小
企企
業業
人人
材材
育育
成成
補補
助助
金金
がが
活活
用用
でで
きき
まま
すす
！！

   ※
予予
算算
上上
限限
にに
達達
しし
たた
たた
めめ

 現現
在在
受受
付付
停停
止止
中中

（  https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/1713831610815/index.htm
l 
） 

 
・
申
請
か
ら
認
定
ま
で
に
２
週
間
程
度
必
要
で
す
の
で
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い

 
 
・
認
定
前
に
受
講
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
補
助
対
象
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い

 

<<おお
申申
込込
方方
法法

>>          ※※
  講講
座座
日日
のの

33営営
業業
日日
前前
よよ
りり
、、

110000％％
キキ
ャャ
ンン
セセ
ルル
料料
がが
発発
生生
しし
まま
すす
。。

  
●
右
記
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
後

F
A

X
に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

 

（
受
付
後
担
当
者
様
宛
に
「
請
求
書
兼
申
込
受
信
の
お
知
ら
せ
」
(イ
ン
ボ
イ
ス
対
応

)を
F
A

X
で
返
送
い
た
し
ま
す
。
）
 

●
お
申
込
後
、
受
講
料
を
原
則
と
し
て
講
座
開
催
の
３
日
前
ま
で
に
請
求
書
記
載
銀
行
口
座
ま
で
お
振
込
み
願
い
ま
す
。

  

（
恐
れ
入
り
ま
す
が
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
受
講
料
の
返
金
は
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）
 

●
振
込
先
：鳥
取
銀
行

 
本
店

 
普
通
預
金

 
N

O
. 0325411 

鳥
取
中
小
企
業
相
談
所

 
所
長

 井
戸
垣

 泰
志

 

＊
講
座
開
催
の
１
～
２
週
間
前
頃
に
受
講
券
・
会
場
地
図
等
を
申
込
者
様
宛
に

F
A

X
い
た
し
ま
す
。

 
＊
駐
車
場
は
「
商
工
会
議
所
駐
車
場
」
を
ご
利
用
下
さ
い
（
満
車
の
場
合
は
市
営
片
原
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）
  

＊
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
更
に
よ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 
＊
反
社
会
的
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
の
方
は
参
加
を
お
断
り
し
ま
す
。

 
 
ま
た
講
師
業
、
士
業
の
方
な
ど
講
師
と
同
業
の
方
の
参
加
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

■
鳥
取
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 
 

 
 

 
 https://tottori-cci.or.jp  

 
 

 
 

 
＜
お
問
い
合
わ
せ
＞

 
IPTEL：

050-3528-0853
(直
通

) 
FAX：

 0857-22-6939 

参
加
者
の
声

 
・

1つ
1つ

の
説
明
が
細
か
く
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
反
復
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
と
て
も
理
解
し
や
す
か
っ

 
 
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
今
日
の
内
容
、
「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
！
」
そ
れ
か
ら
「
し
っ
か
り
振
り
返
る
」
実
践
し
ま
す
！

 
・
と
て
も
た
め
に
な
る
１
日
で
し
た
。
ぜ
ひ
会
社
に
持
ち
帰
り
、
他
社
員
に
も
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・
明
日
か
ら
社
内
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
自
己
行
動
に
つ
い
て
も
改
善
に
務
め
ま
す
。

 
・
自
身
が
報
連
相
（
気
配
り
）
が
出
来
て
い
な
い
こ
と
が
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
・
講
義
を
聞
い
て
、
今
ま
で
よ
り
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
り
な
が
ら
報
連
相
を
す
る
こ
と
で
関
係
を
改
善
す
る

 
 
こ
と
が
で
き
る
と
知
り
ま
し
た
。

 
・
身
近
な
題
材
で
の
例
あ
り
、
ユ
ー
モ
ア
あ
り
、
で
具
体
的
に
考
え
ら
れ
、
社
内
の
問
題
も
解
決
で
き
た
の
で
、

 
 
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
！
！

 



多様化・複雑化の傾向にある

「労災事故」から会社も

従業員もお守りします。

2024年12月

商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。

あなたの会社が「業務災害補償プラン」に加入していれば!
会員企業には…

資金繰りに影響を与えること無く、
高額な損害賠償金が支払い可能に! 従業員には…

パート･アルバイトを含む
全従業員を包括補償で安心！

うつ病による自殺、過労死などによる

労災認定件数が 増加
1億円を超える

高額な賠償事例が 発生
短期間労働者、パート、アルバイト、派遣社員等

非正規雇用労働者の 増加
2014年労働安全衛生法改正で

企業の安全配慮義務の 厳格化

業務災害補償プラン
全国商工会議所の

お 問 い 合 わ せ 先 各地商工会議所 商工会議所名簿 日本商工会議所

制 度 運 営https://www.ishigakiservice.jp商工会議所の保険制度HP

東京海上日動火災保険株式会社［業務災害総合保険]　　損害保険ジャパン株式会社［事業活動総合保険]　　三井住友海上火災保険株式会社［業務災害補償保険]
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社［業務災害補償保険]　　大同火災海上保険株式会社［業務災害補償保険]引受保険会社

●一部の商工会議所では、本プラン・特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。　●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。
保険の内容は保険会社のパンフレットをご覧ください。詳細は契約者である団体の代表者に渡してあります保険約款によります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。　●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明
点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。

本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により作成したものです。

約58%
割引

最 大
（＊1）

（＊1）［1ー30%（団体割引）］×［1ー30%（過去の損害率による割引）］×［1ー10%（包括契約割引）］×[1ー5％（健康経営割引）]≒0.42→最大約58％割引
（＊2）政府労災保険への加入が必要です（使用者賠償責任補償は給付決定後の支払いになります）。精神疾患、脳・心疾患等の病気や自殺は政府労災で認定されれば補償可能。
（＊3）従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践している大企業や中小企業等を日本健康会議が認定。

●労災賠償に備える「使用者賠償責任補償」を標準セット
●「従業員のケガ」と「企業の賠償リスク」にダブルで備えることが可能
●役員個人の賠償責任も補償
●政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能（＊2）
●パート・アルバイト、派遣労働者のほか、下請負人も補償対象可能
●パワハラ、セクハラ等による事業者、役員、使用人の法律上の
賠償責任を補償（オプション）

●「健康経営優良法人（＊3）」に認定された事業者に対し、通常
の割引後にさらに５％の上乗せ割引を適用

●建設業の場合、経営事項審査制度の加点対象
●天災危険を補償する特約（任意付帯）により、業務・通勤中に
地震や津波に遭遇してケガをされた場合や死亡された場合
も補償可能

鳥取商工会議所報
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※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。
掲載講師や内容は変更になる場合がございます。

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp

お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

小さな会社のための評価制度
離職防止と成果の両立 小澤 将司 45分

ＡＩを活用して顧客満足度向上！
　　　　　 公開期限：2026年１月末 川居 宗則 75分

周年記念事業の本質と未来戦略 長井 伸樹 32分

研
修
・
人
材
育
成

NEW
自衛隊式！
組織を強くする人材育成

吉永 ケンジ 45分

信頼を築き、成果を出す！
「傾聴力」と「質問力」 生駒 正明 47分

力の抜きどころ
できる人は上手に力を抜いている 古川 武士 43分

タイトル 講師名 時間

政
治
経
済

NEW
コンビニを見たら日本経済が分かる 渡辺 広明 43分

中国ビジネスの新常識と企業防衛 吉永 ケンジ 39分

労
務

NEW
ハラスメント予防セミナー 小澤 将司 38分

中小企業の障害者雇用
はじめの一歩 木下 文彦 40分

税
務
・
財
務
・
経
理

NEW
2025 年版 年末調整実践セミナー
　　　　　 公開期限：2025年12月末

大岡 百合子 85分

経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92分
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麒
麟
獅
子
舞
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

11
月
例
会

令
和
７
年
11
月
２
日（
日
）、県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
・

鳥
取
鉄
道
記
念
物
公
園
に
て「
麒
麟
獅
子
舞
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
５
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ

は
２
０
２
２
年
よ
り
麒
麟
獅
子
舞
の
継
承
と
発
信
に

関
わ
っ
て
お
り
、本
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
お
よ
び

因
幡
麒
麟
獅
子
舞
保
存
会
の
皆
様
と
と
も
に
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
日
は
約
１
，５
０
０
名
の
来
場
者
が
訪
れ
、県
民

ふ
れ
あ
い
会
館
ホ
ー
ル
で
は
、各
地
区
の
保
存
会
に

よ
る
麒
麟
獅
子
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
コ
ン
テ
ス
ト
や

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
、受
賞
者
の
表
彰

式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
館
内
ロ
ビ
ー
で
は
、子
ど
も

た
ち
が
舞
の
所
作
を
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
実
施
さ
れ
、多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
鉄
道
記
念
物
公
園
内
で
縁
日
ブ
ー

ス
を
担
当
し
、射
的
や
輪
投
げ
な
ど
の
催
し
を
通
じ

て
、地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
て
、麒
麟
獅
子
舞
が
地
域
の

誇
る
べ
き
伝
統
文
化
で
あ
り
、世
代
を
超
え
て
多
く

の
方
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
、

そ
の
継
承
と
普
及
に
寄
与
し
て
い
く
所
存
で
す
。
今

後
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

ま
ち
興
し
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川
　
恵
介

第
４
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
は
、多
く
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、大
成
功
の
う
ち
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、協
力
企
業
の
亀
甲
や
様
、宝
月

堂
様
、ｔ
ｒ
ｕ
ｆ
ｆ
ｅ
 
ｄ
ｏ
ｎ
ｕ
ｔ
ｓ
様
、屋
根
裏
製
作
所

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
高
校
生
た
ち
の
ア
イ
デ

ア
を
形
に
し
よ
う
と
力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
ご
支
援
が
、

大
き
な
感
動
と
成
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、半
年
間
の
挑
戦
を
走
り
抜
け
た
高
校
生
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
仲
間
と
意
見
を
交
わ
し
、失
敗

を
重
ね
な
が
ら
夢
を
追
い
か
け
た
日
々
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、

当
日
の
堂
々
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
、震
え
る
声
で
未
来
を
語
っ
た

瞬
間
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
会
場
全
体
を
青
春

の
熱
で
満
た
し
、多
く
の
大
人
た
ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
ま
し
た
。

当
日
は
マ
ス
コ
ミ
も
多
数
来
場
し
、若
き
挑
戦
者
た
ち
の
姿

が
メ
デ
ィ
ア
で
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
、地
域
内
外
で
大
き
な
話

題
と
な
り
ま
し
た
。

実
際
に『
あ
ん
バ
タ
ー
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
』を
発
売
さ
れ
た
宝

月
堂
様
。
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
の『
黄
金
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
』を
鳥

商
デ
パ
ー
ト
で
発
表
し
た
屋
根
裏
製
作
所
様
。
高
校
生
の
情

熱
が
、確
か
に
社
会
を
動
か
し
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
感
動
を
一
度
き
り
で
終
わ
ら
せ
ず
、次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
来
年
、さ
ら
に
大
き
な
飛
躍
が
訪
れ

る
こ
と
を
、ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も

温
か
い
ご
支
援
と
ご
期
待
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

�

ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
　
委
員
長
　
大
塩
　
晋
也

麒麟獅子舞の演舞

熱意ある発表をする高校生

大塩委員長による開会宣言

発行：令和 7年 12 月 15 日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会
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師
走
の
候
、皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ま
す
ま
す
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
の
活
動
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
31
日
・
11
月
１
日
に
は
、第
43
回
日
本
商
工
会
議
所
青

年
部
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
い
な
米
子
大
会
に
、鳥
取
か
ら

約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
記
念
式
典
に
お
い
て
綱
領
・
指
針

を
皆
で
読
み
上
げ
た
こ
と
で
、46
単
会
の
仲
間
と
の
強
い
つ

な
が
り
と
一
体
感
を
感
じ
、と
て
も
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
分

科
会
で
は
、鳥
取
・
倉
吉
・
米
子
の
代
表
者
が
政
策
提
言
に
つ

い
て
発
表
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
効
果
や
可
能
性

を
示
し
ま
し
た
。
主
管
単
会
で
あ
る
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
懸
命
な

姿
に
も
、深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

11
月
２
日
に
は
、ま
ち
興
し
委
員
会
主
催
で「
麒
麟
獅
子
舞

フ
ェ
ス
タ
」に
参
加
し
、縁
日
ブ
ー
ス
を
運
営
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
や
ご
家
族
の
笑
顔
に
触
れ
、地
域
の
伝
統
文
化
に

貢
献
で
き
る
喜
び
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

11
月
９
日
に
は
、第
４
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
、地
域
の
和
菓
子
店
・
ス
イ
ー
ツ
店
の
ご
協

力
の
も
と
、４
チ
ー
ム
の
高
校
生
が
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア

と
プ
レ
ゼ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
経
験
が
、彼
ら

の
未
来
や
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

11
月
15
日
に
は
、津
山
で
の
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
に
も
参
加
し
、

他
単
会
の
仲
間
と
街
並
み
を
巡
り
な
が
ら
交
流
と
学
び
を
深

め
ま
し
た
。

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
、鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動

は
大
い
に
前
進
い
た
し
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鳥取YEGメールアドレス info@t-yeg.jp
YEG通信
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令
和
７
年
10
月
31
日
、
11
月
１
日
、
米
子
の
地
に
て
「
架
け
橋
～
米
子

で
見
つ
け
る�

と
き
め
き
の
縁�

～
」
を
大
会
テ
ー
マ
と
し
た
、
第
43
回
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
い
な
米
子
大
会
（
以
下
、米
子
大
会
）
が
開
催
さ
れ
、

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
53
名
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

10
月
31
日
は
役
員
会
、
委
員
会
、
会
長
会
議
が
行
わ
れ
、
11
月
１
日
に

は
記
念
式
典
か
ら
始
ま
り
、
分
科
会
、
大
懇
親
会
と
参
加
し
、
全
員
で
米

子
大
会
を
全
力
で
楽
し
み
ま
し
た
。

大
会
企
画
の
立
ち
上
げ
か
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
い
、
時
間
を
か
け
て
作

り
上
げ
、
誠
心
誠
意
全
力
で
大
会
運
営
を
行
っ
て
い
る
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
の
姿
、
そ
し
て
謝
辞
の
際
に
涙
を
流
す
角
実
行
委
員
長
の
姿
、
そ
の

全
て
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
５
年
後
に
鳥
取
の
地
に
て
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
向
け
て
気

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

米
子
大
会
へ
登
録
い
た
だ
い
た
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
米
子
大
会
を
運
営
さ
れ
た
米
子
Ｙ
Ｅ

Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

�

ま
ち
興
し
委
員
会
　
冨
田
　
光
政

11
月
23
日（
日
）、好
天
に
恵
ま
れ
た
連
休
の
中
日
に「
と
っ
と
り
交
通
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
５
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
７
回
の
開
催
の
中
で
も
最
も

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、会
場
は
終
日
活
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

本
事
業
は
、公
共
交
通
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
、そ
し
て
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
交
通
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、公
共
交
通
の

利
用
促
進
と
認
知
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
加
え
、県
や
市
を
は
じ
め
、鉄
道
・
バ
ス
・
警
察
・
消
防
な
ど
地

域
を
支
え
る
公
共
交
通
機
関
が
協
力
し
、車
両
展
示
や
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ

を
提
供
し
ま
し
た
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
参
加
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、「
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
車
両
に

触
れ
ら
れ
て
嬉
し
い
」と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
、公
共
交
通
の
魅
力
を
伝

え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
満
足
度
は
高
く
、「
交

通
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」「
家
族
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
た
」と
い
っ
た
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ま
と
行
政
・
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、未
来
の
交
通
に
関

心
を
寄
せ
る
時
間
と
な
っ
た
こ
と
は
、大
き
な
成
果
で
す
。

本
フ
ェ
ス
タ
が
多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、

参
加
・
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

�

政
策
提
言
委
員
会
　
委
員
長
　
盛
田
　
翔
平

参加したメンバー

参加したメンバー

交通戦隊へ変身したメンバー

拳を突き上げるメンバー

鳥取YEGは、地域を支える青年経
済人の集まりであり、一緒に鳥取
を盛り上げていただける方を随時
募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を
持って一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に
変えて、企業と地域を活性化させ
ましょう！
お気軽にお問い合わせください。

（鳥取商工会議所青年部事務局）
TEL：0857-32-8004

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
が
い
な
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子
大
会

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
が
い
な
米
子
大
会

第
4
回
高
校
生

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

と
っ
と
り
交
通
フ
ェ
ス
タ

と
っ
と
り
交
通
フ
ェ
ス
タ

第43回

三橋 栞里 君
（みはし しおり）

事業所名  アクサ生命保険㈱鳥取営業支社
所属委員会  まち興し委員会

事業所名  ㈱北陽エンヂニア・サービス
所属委員会  会員増強委員会

浜崎 圭佑 君
（はまさき けいすけ）

新 入 会 員

参加したメンバー

鳥取商工会議所青年部
会長 民野  泰稔
株式会社 三協商会

■
令
和
７
年
度

　

会
長
あ
い
さ
つ
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麒
麟
獅
子
舞
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

11
月
例
会

令
和
７
年
11
月
２
日（
日
）、県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
・

鳥
取
鉄
道
記
念
物
公
園
に
て「
麒
麟
獅
子
舞
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
５
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ

は
２
０
２
２
年
よ
り
麒
麟
獅
子
舞
の
継
承
と
発
信
に

関
わ
っ
て
お
り
、本
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
お
よ
び

因
幡
麒
麟
獅
子
舞
保
存
会
の
皆
様
と
と
も
に
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
日
は
約
１
，５
０
０
名
の
来
場
者
が
訪
れ
、県
民

ふ
れ
あ
い
会
館
ホ
ー
ル
で
は
、各
地
区
の
保
存
会
に

よ
る
麒
麟
獅
子
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
コ
ン
テ
ス
ト
や

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
、受
賞
者
の
表
彰

式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
館
内
ロ
ビ
ー
で
は
、子
ど
も

た
ち
が
舞
の
所
作
を
体
験
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
実
施
さ
れ
、多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
鉄
道
記
念
物
公
園
内
で
縁
日
ブ
ー

ス
を
担
当
し
、射
的
や
輪
投
げ
な
ど
の
催
し
を
通
じ

て
、地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
て
、麒
麟
獅
子
舞
が
地
域
の

誇
る
べ
き
伝
統
文
化
で
あ
り
、世
代
を
超
え
て
多
く

の
方
に
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
、

そ
の
継
承
と
普
及
に
寄
与
し
て
い
く
所
存
で
す
。
今

後
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

ま
ち
興
し
委
員
会
　
委
員
長
　
荒
川
　
恵
介

第
４
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
は
、多
く
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
、大
成
功
の
う
ち
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、協
力
企
業
の
亀
甲
や
様
、宝
月

堂
様
、ｔ
ｒ
ｕ
ｆ
ｆ
ｅ
 
ｄ
ｏ
ｎ
ｕ
ｔ
ｓ
様
、屋
根
裏
製
作
所

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
高
校
生
た
ち
の
ア
イ
デ

ア
を
形
に
し
よ
う
と
力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
ご
支
援
が
、

大
き
な
感
動
と
成
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、半
年
間
の
挑
戦
を
走
り
抜
け
た
高
校
生
の
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
仲
間
と
意
見
を
交
わ
し
、失
敗

を
重
ね
な
が
ら
夢
を
追
い
か
け
た
日
々
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、

当
日
の
堂
々
と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
、震
え
る
声
で
未
来
を
語
っ
た

瞬
間
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
会
場
全
体
を
青
春

の
熱
で
満
た
し
、多
く
の
大
人
た
ち
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
ま
し
た
。

当
日
は
マ
ス
コ
ミ
も
多
数
来
場
し
、若
き
挑
戦
者
た
ち
の
姿

が
メ
デ
ィ
ア
で
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
、地
域
内
外
で
大
き
な
話

題
と
な
り
ま
し
た
。

実
際
に『
あ
ん
バ
タ
ー
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
』を
発
売
さ
れ
た
宝

月
堂
様
。
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
の『
黄
金
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
』を
鳥

商
デ
パ
ー
ト
で
発
表
し
た
屋
根
裏
製
作
所
様
。
高
校
生
の
情

熱
が
、確
か
に
社
会
を
動
か
し
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
感
動
を
一
度
き
り
で
終
わ
ら
せ
ず
、次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
来
年
、さ
ら
に
大
き
な
飛
躍
が
訪
れ

る
こ
と
を
、ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も

温
か
い
ご
支
援
と
ご
期
待
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

�

ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
　
委
員
長
　
大
塩
　
晋
也

麒麟獅子舞の演舞

熱意ある発表をする高校生

大塩委員長による開会宣言

発行：令和 7年 12 月 15 日
鳥取商工会議所青年部

広報委員会
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師
走
の
候
、皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ま
す
ま
す
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
鳥
取
商
工
会
議
所
青
年
部
の
活
動
に
格
別
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
31
日
・
11
月
１
日
に
は
、第
43
回
日
本
商
工
会
議
所
青

年
部
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
い
な
米
子
大
会
に
、鳥
取
か
ら

約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
記
念
式
典
に
お
い
て
綱
領
・
指
針

を
皆
で
読
み
上
げ
た
こ
と
で
、46
単
会
の
仲
間
と
の
強
い
つ

な
が
り
と
一
体
感
を
感
じ
、と
て
も
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
分

科
会
で
は
、鳥
取
・
倉
吉
・
米
子
の
代
表
者
が
政
策
提
言
に
つ

い
て
発
表
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
効
果
や
可
能
性

を
示
し
ま
し
た
。
主
管
単
会
で
あ
る
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
懸
命
な

姿
に
も
、深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

11
月
２
日
に
は
、ま
ち
興
し
委
員
会
主
催
で「
麒
麟
獅
子
舞

フ
ェ
ス
タ
」に
参
加
し
、縁
日
ブ
ー
ス
を
運
営
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
や
ご
家
族
の
笑
顔
に
触
れ
、地
域
の
伝
統
文
化
に

貢
献
で
き
る
喜
び
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

11
月
９
日
に
は
、第
４
回
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
し
、地
域
の
和
菓
子
店
・
ス
イ
ー
ツ
店
の
ご
協

力
の
も
と
、４
チ
ー
ム
の
高
校
生
が
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア

と
プ
レ
ゼ
ン
を
披
露
し
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
経
験
が
、彼
ら

の
未
来
や
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

11
月
15
日
に
は
、津
山
で
の
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
に
も
参
加
し
、

他
単
会
の
仲
間
と
街
並
み
を
巡
り
な
が
ら
交
流
と
学
び
を
深

め
ま
し
た
。

本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
、鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動

は
大
い
に
前
進
い
た
し
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鳥取YEGメールアドレス info@t-yeg.jp
YEG通信
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令
和
７
年
10
月
31
日
、
11
月
１
日
、
米
子
の
地
に
て
「
架
け
橋
～
米
子

で
見
つ
け
る�
と
き
め
き
の
縁�

～
」
を
大
会
テ
ー
マ
と
し
た
、
第
43
回
中

国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
い
な
米
子
大
会
（
以
下
、米
子
大
会
）
が
開
催
さ
れ
、

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
53
名
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

10
月
31
日
は
役
員
会
、
委
員
会
、
会
長
会
議
が
行
わ
れ
、
11
月
１
日
に

は
記
念
式
典
か
ら
始
ま
り
、
分
科
会
、
大
懇
親
会
と
参
加
し
、
全
員
で
米

子
大
会
を
全
力
で
楽
し
み
ま
し
た
。

大
会
企
画
の
立
ち
上
げ
か
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
い
、
時
間
を
か
け
て
作

り
上
げ
、
誠
心
誠
意
全
力
で
大
会
運
営
を
行
っ
て
い
る
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
の
姿
、
そ
し
て
謝
辞
の
際
に
涙
を
流
す
角
実
行
委
員
長
の
姿
、
そ
の

全
て
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

私
た
ち
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
５
年
後
に
鳥
取
の
地
に
て
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
向
け
て
気

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

米
子
大
会
へ
登
録
い
た
だ
い
た
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
米
子
大
会
を
運
営
さ
れ
た
米
子
Ｙ
Ｅ

Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

�

ま
ち
興
し
委
員
会
　
冨
田
　
光
政

11
月
23
日（
日
）、好
天
に
恵
ま
れ
た
連
休
の
中
日
に「
と
っ
と
り
交
通
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
５
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
過
去
７
回
の
開
催
の
中
で
も
最
も

多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、会
場
は
終
日
活
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

本
事
業
は
、公
共
交
通
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
、そ
し
て
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
交
通
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、公
共
交
通
の

利
用
促
進
と
認
知
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
加
え
、県
や
市
を
は
じ
め
、鉄
道
・
バ
ス
・
警
察
・
消
防
な
ど
地

域
を
支
え
る
公
共
交
通
機
関
が
協
力
し
、車
両
展
示
や
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ

を
提
供
し
ま
し
た
。
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
参
加
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
、「
普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
車
両
に

触
れ
ら
れ
て
嬉
し
い
」と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら
れ
、公
共
交
通
の
魅
力
を
伝

え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

で
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
満
足
度
は
高
く
、「
交

通
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」「
家
族
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
た
」と
い
っ
た
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ま
と
行
政
・
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
、未
来
の
交
通
に
関

心
を
寄
せ
る
時
間
と
な
っ
た
こ
と
は
、大
き
な
成
果
で
す
。

本
フ
ェ
ス
タ
が
多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、

参
加
・
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

�

政
策
提
言
委
員
会
　
委
員
長
　
盛
田
　
翔
平

参加したメンバー

参加したメンバー

交通戦隊へ変身したメンバー

拳を突き上げるメンバー

鳥取YEGは、地域を支える青年経
済人の集まりであり、一緒に鳥取
を盛り上げていただける方を随時
募集しています。
次世代を担う立場として、熱意を
持って一緒に頑張りませんか？！
鳥取YEGで出会う「縁」を「運」に
変えて、企業と地域を活性化させ
ましょう！
お気軽にお問い合わせください。

（鳥取商工会議所青年部事務局）
TEL：0857-32-8004
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令
和
7
年
10
月
21
日（
火
）、視
察

研
修
を
実
施
し
、「
宝
塚
歌
劇
」並
び

に「
宝
塚
市
立
手
塚
治
虫
記
念
館
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。
今
年
度
の
視
察

研
修
は
、来
年
度
に
当
女
性
会
の
主

管
に
よ
り
開
催
す
る
中
商
女
性
連
鳥

取
大
会
に
向
け
、会
員
同
士
の
親
睦

を
深
め
る
と
と
も
に
、大
会
運
営
に

生
か
せ
る
視
点
や
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ

と
を
目
的
で
企
画
し
た
も
の
で
す
。

当
日
は
朝
か
ら
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
、往
路
の
バ
ス
で
は
宝
塚

歌
劇
団
に
関
す
る
ク
イ
ズ
の
実
施
や

自
己
紹
介
を
行
い
、日
頃
の
活
動
で

は
知
り
得
な
い
会
員
の
新
た
な
一
面

を
知
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

互
い
の
思
い
や
仕
事
に
対
す
る
姿
勢

を
語
り
合
う
こ
と
で
、よ
り
深
い
交

流
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

宝
塚
歌
劇
で
は
、迫
力
あ
る
舞
台

表
現
や
洗
練
さ
れ
た
演
出
、客
席
を

魅
了
す
る
工
夫
の
数
々
に
触
れ
、エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
持
つ
力
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、手
塚

令
和
7
年
11
月
13
日（
木
）、錦
秋

の
こ
の
時
期
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て

い
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
鳥
取

産
業
会
館
･
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル

1
階
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
昨
年
と
同
じ
く
鳥
取
市
遷

喬
地
区
と
、新
た
に
醇
風
地
区
の
住

民
の
方
々
に
も
チ
ラ
シ
の
配
布
を

行
っ
た
お
陰
か
、開
店
の
11
時
前
に

は
20
人
を
超
え
る
行
列
が
で
き
、早

目
の
オ
ー
プ
ン
と
し
ま
し
た
。
早
々

に
30
分
程
で
売
り
切
れ
る
商
品
も
あ

り
、周
辺
地
域
の
方
々
へ
の
周
知
の

効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
会
員
一
同
売

れ
行
き
の
良
さ
に
感
嘆
し
ま
し
た
。

視
察
研
修
を
実
施

視
察
研
修
を
実
施

　
　
～
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
魅
力
に
触
れ

　
　
～
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
魅
力
に
触
れ

��

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
～

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
～

第第
4949
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催

回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催

��

～～  

恒
例
行
事
を
今
年
も
開
催
！

恒
例
行
事
を
今
年
も
開
催
！  

～～

治
虫
記
念
館
で
は
、代
表
作
の
展
示

や
制
作
資
料
を
通
じ
て
、創
作
に
込

め
ら
れ
た
情
熱
と
独
創
性
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
体
験
は
、
鳥

取
大
会
の
企
画
づ
く
り
に
お
い
て
大

い
に
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
り
、会

員
か
ら
も
多
く
の
気
づ
き
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
帰
路
の
バ
ス
で
は
、研

修
を
通
じ
て
得
た
感
想
や
、大
会
に

向
け
た
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
、

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

本
研
修
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
結

束
は
一
層
強
ま
り
、来
年
度
の
大
会

に
向
け
た
意
識
の
高
ま
り
を
実
感
す

る
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 参加会員の集合写真

賑わうバザー会場

会
場
ビ
ル
内
の
事
業
所
の
方
が
昼

休
み
に
来
店
さ
れ
る
頃
に
は
ほ
ぼ
売

り
切
れ
と
な
り
、楽
し
み
に
し
て
お

ら
れ
た
方
に
は
申
し
訳
な
く
思
い

ま
す
。
次
回
に
は
品
揃
え
を
徹
底
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
楽
し
い
催
し
物
に

し
た
い
と
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

様
々
な
商
品
を
販
売
し
ま
し
た

が
、特
に
鳥
取
県
立
鳥
取
湖
陵
高
等

学
校
の
生
徒
が
育
て
た
新
鮮
な
野
菜

は
、大
き
な
葉
付
き
大
根
や
普
段
は

目
に
す
る
機
会
が
少
な
い
葉
付
き
人

参
、野
菜
の
他
に
も
新
種
の
花
の
苗

な
ど
も
あ
り
、早
々
に
完
売
し
ま
し
た
。

初
め
て
出
店
し
た
会
員
事
業
者
も
あ

り
、会
員
同
士
の
絆
も
な
お
一
層
深

ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

来
年
度
の
中
商
女
性
連
鳥
取
大

会
は
当
女
性
会
主
管
で
開
催
し
ま

す
。
２
７
０
人
も
の
参
加
が
見
込
ま

れ
、そ
れ
に
向
け
て
真
心
こ
も
っ
た

お
も
て
な
し
を
計
画
中
で
す
。
こ
の

バ
ザ
ー
を
契
機
に
団
結
・
結
束
し
て

成
功
裡
に
導
き
た
い
も
の
で
す
。
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◆
い
よ
い
よ
年
の
瀬
。
こ
の

号
が
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
届
く

こ
ろ
に
は
本
格
的
な
冬
の
寒
さ

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

温
か
い
飲
み
物
を
片
手
に
、
ご

自
宅
で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
時

間
も
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
◆
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
か
冬

に
な
る
と
無
性
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
が
食
べ
た
く
な
る
の
は
筆
者

だ
け
で
し
ょ
う
か
？
（
冬
あ
る

あ
る
？
）
◆
こ
の
１
年
間
、
所

報
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
寒
さ
厳

し
き
折
、
ど
う
ぞ
体
調
を
崩
さ

れ
ま
せ
ん
よ
う
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ま
、
よ
い
お
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
ま
せ
。�

（
Ａ
）

編　集　室
パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

12
／
20
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

懇
親
会

21
㈰

鳥
取
県
三
学
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ

22
㈪

新
年
式
典
リ
ハ
ー
サ
ル

27
㈯

第
7
回
鳥
取
ア
ー
ト
フ
リ
マ【
公
開
】】

29
㈪

30
㈫

31
㈬

休
館
日

1
／
1
㈭

2
㈮

3
㈯

7
㈬
「
歌
噺　

～
歌
と
落
語
で
聴
く
人
情
物
語
～
」

※
１
月
11
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル

10
㈯

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

11
㈰
「
歌
噺　

～
歌
と
落
語
で
聴
く
人
情
物
語
～
」

【
公
開
・
有
料
】

17
㈯

パ
レ
ッ
ト
冬
あ
そ
び　
「
じ
ゃ
ん
ぐ
る
☆
じ
む
」
と

あ
そ
ぼ
う
！【
公
開
・
無
料
】

18
㈰

パ
レ
ッ
ト
冬
あ
そ
び　
「
紙
ヒ
コ
ー
キ
と
ば
そ
う
！
」

【
公
開
・
無
料
】

　
　
　
　

※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ＡＮＡからのお知らせ

詳詳ししくくはは、、 公公式式ホホーームムペペーージジににててごご確確認認くくだだささいい。

２２００２２４４年年 東東京京便便 夏夏ダダイイヤヤ決決定定！！

鳥鳥取取砂砂丘丘ココナナンン空空港港  日日５５往往復復継継続続

期期間間：： 年年 月月 日日～～ 年年 月月 日日

東東京京発発のの初初便便がが
７７時時台台のの出出発発にに
ななりり、、ごご利利用用頂頂きき
ややすすくくななりりままししたた。。

355日前から予約可能!！
おトクな割引運賃

くわしくは
WEBサイトへ▼

ANA からのお知らせ

便名 出発 到着
　　292  7 時 05 分  8 時 15 分
　　294  8 時 55 分 10 時 10 分
　　296 11 時 25 分 12 時 40 分
　　298 15 時 35 分 16 時 50 分
　　300 18 時 35 分 19 時 50 分

■鳥取⇒東京
期間：2025年10月26日〜2026年3月28日

詳しくは、ANA公式ホームページにてご確認ください。

2025年　東京便　冬ダイヤ決定！
鳥取砂丘コナン空港　1日５往復継続

便名 出発 到着
　　291  6 時 55 分  8 時 15 分
　　293  9 時 25 分 10 時 45 分
　　295 13 時 35 分 14 時 55 分
　　297 16 時 35 分 17 時 55 分
　　299 19 時 15 分 20 時 35 分

■東京⇒鳥取

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マル経 融 資 をご活用ください！
　マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし
で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および
娯楽業を除く）で 5人以下、製造業は 20人以下の事業所です。

◦融資限度額	 2,000 万円　 ◦利率　年 2.00％（2025.11.１現在）
◦返 済 期 間	 運転資金＝１０年以内（据え置き２年以内）
	 設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内）
問い合わせ先　鳥取商工会議所 経営支援一課 TEL：0857-32-8005



鳥取商工会議所報
VOL778.2025.12.15

19

３　

サ
ー
ビ
ス
部
会
こ
ど
も
未
来
大
学

４　

臨
時
議
員
総
会
・
役
員
議
員
就
任
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
ー
▽
流
通
部
会
正
副
部
会
長
会

議
▽
青
年
部
総
務
委
員
会

５　

首
都
圏
バ
イ
ヤ
ー
と
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
商
談
会

（
６
日
も
）
▽
青
年
部
鳥
取
お
城
委
員
会
・

政
策
提
言
委
員
会

６　

会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
工
業
部
会
正
副
部

会
長
会
議
▽
青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

９　

青
年
部
例
会
・
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト

10　

青
年
部
対
外
交
流
委
員
会

11　

観
光
・
交
通
部
会
総
会
▽
青
年
部
広
報
委

員
会
・
会
員
交
流
委
員
会

13　

女
性
会
バ
ザ
ー

16　

簿
記
検
定
試
験

17　

中
四
国
南
北
軸
交
流
懇
談
会
（
18
日
も
）

18　

若
手
経
営
塾
▽
定
例
金
融
相
談
会
▽
青
年

部
５
役
会

19　

流
通
部
会
総
会
・
研
修
会
▽

20　

学
校
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
in
中
ノ
郷
小
学
校

21　

優
良
従
業
員
表
彰
式
▽
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
実

現
会
議

25　

会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
工
業
部
会
総
会
▽

青
年
部
理
事
会

26　

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
活
用
特
別
委
員
会
▽
建

設
部
会
総
会

27　

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
セ
ミ
ナ
ー
▽
サ
ー

ビ
ス
部
会
総
会
▽
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
実
現
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
会
議

28　

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　１月20日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

11
月
抜
粋

き ん   こ う

！！

菌興椎茸協同組合
鳥取市吉成140-1
TEL（0857）36-8115   FAX（0857）29-1292

2025年9月に
移転しました

菌興 115 号の生しいたけ

きのこ一筋　78年

原木しいたけの種菌

鳥取県鳥取市桶屋町40 TEL : 0857-26-2558 FAX : 0857-26-2585

営業時間： 昼食11：00～14：00 夕食17：00～22：00

電話番号：(0857)２３-０４９４ FAX番号：(0857）21-1238

〒680-0821 鳥取県鳥取市瓦町526

郷土料理

おせち 御予約承り中
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地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

〒680-8566 鳥取市本町３丁目201
TEL（0857）26-6666 FAX（0857）22-6939

URL https://tottori-cci.or.jp

（Tottori Chamber of Commerce & Industry）


